
児童生徒総会
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青森県立
浪岡養護学校
生活支援部
令和５年７月２１日
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編
集
後
記

夏
は
児
童
生
徒
の
行
動
範

囲
が
広
が
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
事
故
や
け
が
等
に
気
を

付
け
て
楽
し
い
夏
休
み
に
し

ま
し
ょ
う
。

ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ

安
全
教
室

６
月
９
日
（
金
）
、
２
名
の
外
部
講

師
を
お
招
き
し
、
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ

ホ
安
全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

を
使
用
す
る
際
の
注

意
事
項
の
他
、
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
う
時
に
は
自
分
や

相
手
の
個
人
情
報
を
載
せ
な
い

こ
と
、
正
し
い
情
報
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
実
際
に
県

内
で
起
こ
っ
た
具
体
的
な
例
を

も
と
に
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 S

N
S

本部

裏門付近

あかしや保育園前

６
月

日
（
水
）
３
校
時
、
地
震
を
想
定
し
た

第
一
回
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回

は
病
棟
登
校
生
も
参
加
し
て
の
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。
避
難
時
間
は
８
分
５
秒
と
、
想
定
さ

れ
た
時
間
よ
り
も
早
く
、
全
員
ス
ム
ー
ズ
に
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
外
は
や
や
強
い

日
差
し
で
し
た
が
、
無
事
に
訓
練
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
反
省
を
、
今
後
の

訓
練
や
実
際
の
場
面
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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４
月

日
（
金
）
、

、

二
つ
の
班
に

分
か
れ
て
、
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。班

で
は
、
動
画
を
視
聴
し
な
が
ら
、
自

転
車
に
乗
る
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
や
交

通
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

班
は
、
実
際
に
公
道
を
歩
き
な
が
ら

横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
信
号
の
見
方
、
右

側
歩
行
な
ど
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
警
察
の

方
の
指
導
の
も
と
、
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

一
人
一
人
、
説
明
を
し
っ
か
り
聞
き
な
が
ら
、

進
ん
で
質
問
を
し
た
り
、
右
側
歩
行
を
守

り
、
信
号
を
よ
く
見
て
、
手
を
上
げ
て
渡
る

な
ど
、
真
剣
な
表
情
で
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

A
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放送委員会

保健委員会図書委員会

各
委
員
会
に

分
か
れ
、
年
度

初
め
の
顔
合
わ

せ
を
行
い
一
年

間
の
活
動
内

容
と
係
の
確
認

を
し
ま
し
た
。

一
年
間
、
頑
張

る
ぞ
～
！

運営委員会

５
月

日
（
金
）
、
児
童
生
徒
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
通
学
生
と

病
棟
登
校
生
が
参
加
し
、
運
営
委
員
会
の
役
員
の
進
行
の
も
と
、
所

属
す
る
委
員
や
一
年
間
の
活
動
の
紹
介
、
質
疑
応
答
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
児
童
生
徒
会
テ
ー
マ
の
投
票
が
行
わ
れ
、『
光
～

明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
～
』が
今
年
度
の
テ
ー
マ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ど
の
テ
ー
マ
に
投
票

し
よ
う
か
な
？
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